
平成２8年（2016年）2月5日 第１９５号ひらつか議会だより

　本会議の質問と答弁の様子
は、インターネットで生中継
と録画放送を行っています。
各議員の質疑内容を詳しく知
りたい方は市議会ホームペー
ジからアクセスしてください。
議員、会派、キーワードを検
索して映像を選べます。
　録画放送の配信は、発言日
のおおむね5日後から、会議録
をホームページに掲載するま
での間です。

行
財
政
改
革
―
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
に
―

数
田 

俊
樹 

議
員

郷
土
愛
を
育
む
教
育

問　
ふ
る
さ
と
平
塚
の
将
来
を

背
負
っ
て
い
く
若
い
人
材
を
確

保
す
る
に
は
、
雇
用
先
は
も
ち

ろ
ん
、
子
育
て
や
教
育
環
境
な

ど
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
教

育
の
中
で
計
画
的
に
ふ
る
さ
と

平
塚
に
親
し
み
や
愛
着
を
感
じ

る
心
を
育
て
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
、

教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
生

は
、
体
験
を
通
し
て
平
塚
の
ま

ち
の
こ
と
を
学
び
、
自
分
た
ち

の
住
む
地
域
社
会
に
対
す
る
誇

り
と
愛
情
な
ど
を
育
ん
で
い

る
。
中
学
生
は
、
な
じ
み
の
あ

る
店
舗
や
施
設
な
ど
で
職
場
体

験
を
実
施
し
て
い
る
。
望
ま
し

い
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
む
と

共
に
、
地
域
で
生
活
し
た
り
、

働
い
た
り
し
て
い
る
人
と
の
関

わ
り
を
深
め
て
い
る
。

問　
地
域
と
学
校
が
連
携
す
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
生

に
よ
る
学
区
探
検
や
市
内
巡
り
、

問　
民
間
活
力
の
導
入
は
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
だ
と
強
く
要

望
し
て
き
た
。
し
か
し
、
事
業

推
進
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
だ
遅
い
。

今
後
の
展
開
に
向
け
、
具
体
的

な
動
き
は
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
民
間
委
託
に

つ
い
て
は
、
市
民
課
の
窓
口
業

務
、
介
護
の
認
定
業
務
、
保
育

園
の
関
係
を
順
次
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
、
技
能
労
務
職
の
現
場

の
業
務
は
、
部
分
的
な
業
務
委

託
な
ど
も
含
め
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
。

問　
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
視
点
か
ら
、
職
員
の
適
正
配

置
と
職
員
数
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
18
～
23
年
度
の
職
員
数
は

毎
年
減
少
し
、
23
～
27
年
度
に

か
け
て
は
毎
年
増
加
し
て
い

る
。
正
規
の
職
員
数
は
23
年
度

が
２
２
６
２
人
、
27
年
度
が
２

３
７
０
人
で
、
比
べ
る
と
１
０

８
人
の
増
員
で
あ
る
。
嘱
託
員

は
23
年
度
３
６
８
人
に
対
し
、

27
年
度
４
１
１
人
で
、
43
人
の

増
員
と
な
り
、
正
規
・
嘱
託
職

中
学
生
に
よ
る
職
場
体
験
は
地

域
の
協
力
や
連
携
が
あ
っ
て
こ

そ
実
施
で
き
る
活
動
で
あ
る
。

子
供
た
ち
が
地
域
の
人
と
触
れ

合
い
、関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
子
供

を
育
て
て
い
る
。
こ
れ
が
地
域

の
活
性
化
や
学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
、
き
ず
な
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

農
業
を
通
し
た
教
育

問　
子
供
た
ち
が
農
業
体
験
を

す
る
こ
と
は
、
農
業
へ
の
理
解

と
関
心
、
食
と
食
生
活
へ
の
興

味
を
高
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
農

業
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、

人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
が
身

に
付
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
農
業
を
通
し
た
教
育

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
校

５
年
生
の
社
会
科
で
は
、
農
業

に
つ
い
て
学
習
し
、
発
展
学
習

と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
米
作
り
を
行
う
学
校
も
多
く

あ
る
。
体
験
活
動
や
農
業
に
携

わ
る
人
と
の
触
れ
合
い
で
、
生

産
者
の
苦
労
や
収
穫
の
喜
び
を

知
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

の
機
会
を
得
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

問　
本
市
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
誘
致
活
動
は
、

11
月
に
県
と
連
携
し
て
実
施
し

た
。
北
欧
の
バ
ル
ト
海
東
部
に

あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
特

命
全
権
大
使
が
本
市
を
訪
問

し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
視
察
調

査
を
さ
れ
た
。
今
後
、
受
け
入

れ
の
可
能
性
の
あ
る
国
と
の
関

係
を
深
め
、
市
内
の
大
学
と
連

携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

誘
致
活
動
を
前
進
さ
せ
た
い
。

問　
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
を
す

る
以
上
、
市
長
自
ら
が
誘
致
を

働
き
か
け
て
勝
ち
取
る
も
の
だ

と
思
う
。
市
長
の
誘
致
活
動
に

向
け
た
意
気
込
み
を
伺
う
。

市
長　
先
日
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣

に
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
市

民
に
も
有
意
義
な
も
の
に
な
る

と
思
う
の
で
、
先
頭
に
立
ち
、

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
地
球
温

暖
化
対
策　

住
居
環
境
の
改
善　

防
犯
街
路
灯
の
整
備

員
合
わ
せ
て
１
５
１
人
増
員
し

て
い
る
。
23
年
度
か
ら
の
増
加

傾
向
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
一
般
行
政
職
員
は

そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
が
、

消
防
職
員
は
出
動
件
数
が
増
え

た
た
め
、
１
隊
増
や
し
た
。
病

院
関
係
の
職
員
も
医
療
行
政
の

充
実
の
た
め
、
定
員
が
増
え
て

い
る
。
所
属
長
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
で
業
務
内
容
を
確
認
す

る
と
、
正
規
職
員
で
な
く
、
嘱

託
職
員
や
臨
時
職
員
で
も
対
応

で
き
る
職
場
が
あ
る
。
そ
の
場

合
、
正
規
職
員
を
増
や
さ
ず
、

臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
で
対
応

す
る
形
で
進
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
平
塚
を
思
う
教
育

諸
伏 

清
児 

議
員

　今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

野崎 審也 議員

黒部 栄三 議員

須藤 量久 議員

片倉 章博 議員

　議案4案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第104号　平成27年度平塚
市一般会計補正予算
　防災対策費の防災行政用無線
維持管理事業について、増額補正
して、唐ケ原地区に防災行政用無
線を設置する理由と時期を伺う。
　3月に津波浸水予測が大幅に見

直され、設置が必要と判断した。
年度内の完成を目指している。
　設置場所を考慮し、大磯町との

連携を進めていくべきではないか。
　今年度は、大磯町との避難方

法の違いなどから訓練を実施でき
なかった。誘導の在り方などを検
討し、新しい防災行政用無線を活
用した合同訓練を実施したい。

　議案10案件は全て原案どおり
可決すべきもの、請願1件は不採
択とすべきものと決定しました。
○議案第95号　平塚市保育所設置
条例の一部を改正する条例
　条例改正し、金田保育園を廃
園する理由と今後の方針を伺う。
　金田保育園は21年度の耐震診
断で改修が必要とされ、費用面な
どから今年度末で廃園する。金田
地域には来年度から新たに民間保
育所ができるが、保育料の設定に
変化はない。金田保育園の保育士
はほかの市立保育園へ再配置する。
○議案第96号　平塚市廃棄物の減
量化、資源化及び適正処理等に関
する条例の一部を改正する条例
　条例改正で、小動物の死体処

理の手数料を、持ち込みは7千円、
収集運搬は1万2千円に値上げし
た算定根拠は何か。
　手数料は焼却処理と収集運搬
の経費について、26年度実績を基
に処理原価を算出した。受益者負
担の考えから値上げを行う。
○議案第104号　平成27年度平塚
市一般会計補正予算
　児童福祉施設費の公立保育所
施設整備事業で、若草、吉沢、夕陽
ケ丘の各保育園の屋上を修繕する
が、なぜ補正予算で対応するのか。
　以前から雨漏りがあり部分的
な対応をしてきたが、9月の大雨
で保育に影響が出てきた。計画的
な修繕が重要であると認識してい
るが、早急な修繕が必要となった。
　予防費の健康診査等事業は当
初予算で前年度より660万円多く

計上されていた。近年の事業の傾
向と増額補正を行う理由を伺う。
　受診者数と対象者数が毎年増
加しており、受診率も30％を超え
る状況が続いている。今回、県国
民健康保険団体連合会への負担金
の不足見込み分を計上した。
○議案第106号　平成27年度平塚
市介護保険事業特別会計補正予算
　介護予防・生活支援サービス
事業で増額補正して、1月から始
める訪問型サービスＡに対応す
る。その内容と相談の流れを伺う。
　サービスAは、主に洗濯や買

い物などの家事支援を予定してい
る。市や高齢者よろず相談センター
の窓口で相談を受け付け、国が定
めた質問票で利用できる事業を判
定し、その方に適したケアプラン
を作成していく。

環境厚生都市建設

清 風 クラブ
所 属 議 員

問　
職
員
数
が
年
々
増
加
す
る

傾
向
は
、
大
き
な
リ
ス
ク
の
一

つ
に
な
る
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
る
。
固
定
費
の
中
で
、
人
件

費
は
年
齢
構
成
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能

性
が
高
い
。病
院
で
あ
ろ
う
と
、

行
政
職
で
あ
ろ
う
と
全
体
の
財

政
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
、

職
員
数
の
増
と
減
、
臨
時
職
員

や
嘱
託
職
員
を
組
み
合
わ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
に
関
し
て
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
重
要
な
の
は
、
業

務
の
量
と
質
を
把
握
し
、
十
分

に
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
臨

時
職
員
や
嘱
託
職
員
、
ま
た
民

間
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て

い
け
る
部
分
は
ま
だ
あ
る
。
そ

う
し
た
中
で
人
件
費
の
縮
減
を

基
本
に
、
進
め
て
い
き
た
い
。

インターネット中継


